





















































































































































































































































































































































































































































































































世 音 の 本 性 は 何 な の か？「 怖 畏 の 急 難 の 中 に お い て 能 く 無 畏 を 施 す 」 と い う こ と で
「施


























































































































































































































4 4 4 4 4
と名称を変えてお迎えし」「明治以降は‥‥
薬師三尊



















































































ア レ テ ー
越性［感性］と知的卓
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しなかった
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」にまで拡張した
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︱ ︱ ︱ ︱ ︱ ︱
６境［人にとっての認識対象］ ― 色 ・ 声 ・ 香 ・ 味 ・ 触 ・ 法
 













６識［了別］ ― 眼識 ・ 耳識 ・ 鼻識 ・ 舌識 ・ 身識 ・ 意識
 















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4 4 4 4 4 4
，心みずから心を見
4 4 4 4 4 4 4 4
，仏の心を見る


















































































































































































































































































































































































































































































































































































バ ガ ヴ ァ ッ ト
hagavat〉［天の恵みをもつ］―〈b
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ま け い し ゅ ら
醯首羅［＝大
自在天（シヴァ）］をはじめとする異教徒たち―「七母天」末
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日経』に依拠している
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のプロテスタント



















































経 の ビ ル シ ャ ナ よ り 存 在 感 は あ る が， 依 然 影 が 薄 い こ と に は 変 り な い。 そ れ は
‘太































































































ジ ャ ー ナ
hāna（パーリ語）＝
d










































































































































































































































































































































ふ り ゅ う も ん じ
立文字，直
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」であって，１箇の仏魔，同体不分」とあれば「魔仏倶に打す
























































































4 4 4 4 4
，（2）盧舎那仏
4 4 4 4
，（3）釈迦牟尼仏
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と号す」と言っていること〔『選択本願念
仏集』1198年〕にあらわれている。一体どうして
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を求めば‥‥」と表現されるようになるのだ。「清浄にして戒を
0 0 0 0 0 0 0
たもてし者
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がいた。アミダにはそうした
預言者がいない
































































































































































































0 0 0 0 0
。もし生れずんば，正覚を取らじ。‥‥」─を，「もし我，成仏せむに，十方の
衆生，我が国に生ぜむと願じて，我が名号を称すること
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を念じて
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相を観じて
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殊勝の行なりといへども，仏の本願にあらず






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































0 0 0 0 0
「仏国土」を建設することを菩薩〈行〉としたことだ。他の
諸宗派はどれも口で布施・利他・慈悲などと言いながら社会にはかばかしい貢献をしたとはい
えなかったから。ニチレンは端的に‘世直し’を主張して迫害をうけた。立派だと思うが，し
かしそこから先は政治論になる。
